
資料１ 

松戸市・柏市政令指定都市研究会について 

 

【研究会設立趣旨】 

・ 東葛広域行政連絡協議会の政令指定都市問題研究会において、構成市である６

市の基礎データの収集や分析、広域的課題の整理、政令指定都市制度の研究な

どの調査研究を平成１８,１９年度の２ヵ年行った。 

・ 今年度は、政令指定都市移行による効果等、より具体的な検証を行うため、松

戸市、柏市の２市による研究会を設立する。 

・ 本研究会は、将来市の選択肢の一つとして合併・政令指定都市移行について、

市民とともに考え、政策判断を行う上での資料とするため、その効果や影響、

意義等について、調査研究することを目的とする。 

 

【調査研究の概要】（資料５参照） 

・ ２市による合併や政令指定都市移行による効果・影響等を含む調査を行い、平

成２０年度末を目途に最終報告を取りまとめる。 

 

【研究会委員】 

役 職 構成市 職 名 

会 長 松戸市 総務企画本部長 

副会長 柏 市 企画部長 

監 事 柏 市 企画調整課長 

事務局長 松戸市 政策調整課長 

 

 

 

 

 

 

※ なお、研究会の下部組織として、研究会委員が指定する者によるワーキンググ

ループを設置する。 

 

【開催スケジュール案】 

平成２０年 ７月 第１回 規約、役員、予算、委託業者等について 

平成２０年１１月 第２回 中間報告（進捗状況確認） 

最終報告に向けて 

平成２１年 ３月 第３回 最終報告取りまとめについて 

※他に、ワーキンググループを月１～２回程度の頻度で開催する。 

 

【その他】 

・本研究会の経過や成果は、２市ホームページ等で公表していく。 


